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資料
戦後の作文・書くことに関する主要な能力表

本資料について

長田友紀

菊 m 1T:f]人

本資料は，戦後の作文や書くことに関する主要な能力表を整理したものである。対象となる資

料は，学習指導要領も含め，戦後から現在にいたるまで発表された能力表である。各学年ごとの

能力やスキルが一覧表の形ではっきりと示されているものを選んだ。本資料によって，国語教育

において，学年ごとに書くことのスキルや能力がどのように提案されてきたかが分かる。

資料の見方は次の通りである。「番号Jは本資料の最後に付した文献‘覧の番号である。「著者j

も文献一覧の著者名を代表として記した。 11 年~6 年」は各能力表で示された書くことに関する

スキルや能力を転載しである。

本資料の作成にあたっては，科研費基盤研究(B)(26285196) 1作文を支援する詰葉・文法的事

項に関する研究J(研究代表:矢淳真人)の助成を受けた。
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番号 | 著者 | 出 総 年 年

1'1、.!;'，.e:台

2 文部省 I 1951 

コ |鵡瀦栄吉 I 19日

11乍ること | 

1 自分のしたこと良たことを絵にかをそれについてお路ができ い
も 13
2 文字極を利用して単践が盤けそれについてお話をすることい

ができる 15 
3 身近なできごとを二百字くらいの又に書くことがで古る 16 

4 寂底へのかんたんな伝誼が暫ける 17 
5 討のようなみじかい文が聾ける 18 
6 島ゃをつ17ることができる 19 
7 文字訴の出版がわかりそれについてお路ができる

(作文)
1 文字で撞くことに興味がわいてくる蜘

2 簡単む口制作文ができる“
3 自分で醤いた終に、倒単な説明をつけることがて7ぎる0

4 W.1llへの伝営立ど、簡単なメモを普くことがで苦る.
5 自分の行動や身辺のできごとなどについて‘簡単な文を暫く
こと t){できる.

1 J;5ちついてていねいに聾ける
2 n多をζとのえて文字がかけるようになる
3 紙やノ }の使い方になれる
4 一分間に二O宇くらいの撹写がで古る

1 遜謹がだんだん楽になってくるイ
2 聡:写がで古る.
3 簡単な-s._oコ句点・とう点などを撞くことが苦る凶
4 又宇の俗が、だんだん猿ってくる，
5 ノート(J)使い方がわかる岳
6 かたかなのだいたいが醤ける。

フ絞める，昆宇田だいたいを臨くことができる“
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3年

3 畳期観察の，2銭が書ける
2 t理へたことについてかんたんな説明がかける
3 自，台会の記緩や学級白 12が醤ける

41聞いた!iiや銃んだ!iiについてかんたんむ怒連がかける
5 招待状や箆鈴や間古わせ干しり;などいろいろの手紙がかける
6 経験を八00芋くらいの文にかける

7 ~呈し方の巧みなところがわがる
8 富くことがらを決めてから盤くことができる
9 摺革路で醤けるようになる

10 ~芋lIìl宇を見つけ出すことができる
日文をくわしくするために必婆なことばを醤きそえることがで吉

る
12 ， ~r Jが正しく使える
13 敬体常体の使いわけができる

"原檎用組の使い方になれる
15 がへ新聞紙芝居のt，W本がかける

1 ~貸し〈聾こうとする注意をもって醤ける
2 文牢の色町H分のつりあいがわかってくる
3 諮矧の慣習になれる
4 だんだん小さい宇が醤けるようになる
5 Itいのない紙!こ芋を揃えて聾けるようになる
6 一分間に二五宇くらいの視写ができるようになる

1 宣言l高裁培などの長}明にわたる記録が盟ける，

2 陪単な紙しぱいの台本が聾ける"
3 臼!2'手紙ー報告などを醤くためにその紫刊をまとめること
ができる。
4 児盤会ゃっラブ活動に必要な情報を、短い文にまとめること

ができる.
5 文をE干しくするために、必製なことばを聾吉加えることができ

るe

6 文の筋をはっ昔りさせるために、不必裂なことばを略せることが
できるぬ
7 El分の作品をi'Il悲したり又臨をつくったリすることがで古
る@
8 新しいことばを使用する興味が出てくる。
9 ことばの正しい使い方のま基礎ができる。
10 よく他考することができる妙
日自分の作文や人の作文について、評価を始める.
12 文字のほゐ、由緒紀号の使い方がわかる。

1 ーニセノテ角ぐらいの太古さの宇が甚ける"
2 償聾吉がて7吉る。
3 白紙や、けい紙が使えるようになる。
ぺはが吉や手紙を盤くことができる。
5 封筒のよ密きを撞くことができる。
6 探準的な盈閣で響くことができる。
7 文学を組立る基本の形(へんっくり、かんむり)のあることが

わかる。
8 文字の出を設えるための能力がだんだん発途してくるF

9 読める漠芋のだいたいが聾ける刷
10 かたかなが趨 11る。



4年 5年 6耳

:見たと吾、雨がたこと、践んだことについて慈悲や意見をがくい資料をあつめて限査したり、研究したりしたことをまとめて配 11 演餅眼随ラジオなどの感想意先などが書ける
ことができる i録することがで古る 12 斜路に苦参加するためのl軍犠が甚ける

2 見学したことや腕べたことについて報告する文が醤ける 12 自治会などのE2忍銭などを撞くことがで吉る 13 いろいろな受員会の報告が醤ける
3 !i函をたてるためにかんたんな芸誌を響くことができる い随後続、物路リ.劇等の文学的な文を盛くことができる 14 実験線終鼠査の仕方や結燥についての説明文が書ける

4 いろいろの械総が彊ける 14 牢校や学級の行事を家庭へ知らせる通機文がかける 15 学校に於ける絡活動についての規約をつくることがで世る
5 il重動会‘学芸会子供会などのブロヅラム、宣伝文.広告文 15 註報文がかける 16 新刊曹の内容を批評し紹介する文主主がかける

が嘩ける 16 目次をつけて文を盛くことができる 17 学位鋲間に偽磁ずる各砲の文がかける
6 長期にわたるいろいろの B!2が甚ける 171躍単語と方宮との使いわけができる 18 いろいろな文について批評態誌の文がかける
7 ffii車によるいろいろの平総が聾ける 18 主舗と照合して推献ができるパ加除渇削 19 用途によるいろいろな手紙がかける
8 !'-をきいてかんたんなメモをとることができる 110資料をととのえ、主題をはっきりさせ、総立を考えて又を醤く
9経験を ニ00宇ぐらいの文に醤ける ことができる
10 閥べたこと思っていること‘唱えたことをくわしく聾くことが III くわしい経波‘省略した賓裂がで吉も
できる 112 学校新制の編集ができる
日文の絡みたてを唱えて寵くことができる
12 時の級念(過去、現在、未来)についてはっきりことばの使い
わけがで苦る
13 学級新聞や文集などを共簡で鎚臨することができる

1 遜議/)<速く疋E主になる( 分1111の写字が仮名五，量宇ーの割 11 説写は一分間平均三O牢ぐらいの文字がかける
合(J)文の字二五芋〈・らい 12 はが吉や手紙の書状になれる
2 後書にもなれてくる 13 必製により銑筆の使い方に紅れる
3ベンの使い方にもなれる 14 教荷漢字の七O怖が醤ける
4学習した，提宇田八0%が盤ける 15 学級臼誌などの!2tまができる
5 新牢に対しても適時1がわかるようになる 16 ローマ字の連帥体になれる
6 かなづかいが正しく聾ける 17 ノートの巧拙撲白書がわかる
7 ローマ芋の単体が事ける

1 1)1写が 分間に平均三五宇位醤ける
2 自由にかいてi¥lれないようにかける
3 鴎醤σ〉富式が書ける
4 fJ主縞用紙がEしく使える習慣ができる
5教予言;!il芋の八O怖が聾ける

1 践んだ本について、その荒筋ゃ感認が書ける。 n 調査や研究をまとめて、記録や報告の文が露ítる~ 政部・浪部。鼠送えよEについて、感語や意菟ーを訟くことがで吉
2 いろいろな行場についての標語やZ宣伝・広告の文が瞳ける“ 12 児童会やクラブ，舌動などのいろいろな会の、簡単な路事録を iる。
3 見学、問査などの簡単な柁告の文が書ける。 1つくることができるω 12 自分の意見を効接的に発蓄するために!崩裕を事くニとがで
4 ゲームの解鋭や作業計画などについて‘!JI.耳目の文を聾くこと 13 注文ー依絞お礼など‘いろいろな用件に応じた手紙が畠li 1宮る。
が で吉るる。 13 自分自生活を反省し‘文を撞くことによって怒索することがで
5 児盤訴をつくることができる 14 童文が聾ける。 1きる.
6 物路や脚本を聾くことができる。 15 書いたり話したリするために、紫判を髭えて簡単な筋甚曹を 14 校んだ本について総介鑑賞ー批評の文を醤くことができる。
7 多角的に取材して‘まとまりのある生活白!2を置くことができ|することができる。 15 学校の内外的諸活動に必婆なきまりを聾〈ことができる。
る。 16 一つの文を補佐したり、省路したリし亡、主題のいっそうはっ 16 学校新開を線障することがで芭7.>.
8 文σ〉総立を帯えて‘段沼のはっきりした文を盤くことができ 1，きりした文にすることができる。
る。 1フ小見出しをつけて、文を聾くことができる.
9 敬体と常体との使い分けをすることができる。 18 方宮を区別して富くことがで吉る.

9 敬I耳を適切に使って‘文を暫くことができる6

10 適切な認を選ぶ能力が高まってくる。
円筒いが増大してくる。

12 表現が創造的になってくる.
13 重ろくの作品を続んで、審く能17を高めることができる。

1 文字の形大宮さ・!k!列などに気をつけて聾くことがで吉る.11 一センチ角以内の紹宇が饗ける。 11 白書長な姿鈴で‘能率的な立証言監ができる肘
2 1躍話やポスターなどを盤くことがで吉る 12 蕗いた文字のよしあしがわカり、進んでよ避しようと努力す 12 欠席屈や、綴盛掻などを撞くことがで吉る.
3 原稿用紙が使えるようになるるようになる 13 文字の形、大きさ、配列などが盛ってくる6

4 いろいろな義や、こづかい械の!c入などができる 13 名札薮総案内・掲示などを醤くことができる。 14 行醤が蕗ける。
5 絞める，提芋のだいたいが聾ける。 14 ヘンで宇を聾くことができる 15 早〈自由に審けるようになる。
6 (毛誌で宇を醤くことができる0) 15 絞める汲宇のだいたいが聾ける 16 銭簸を使うことがで吉る。
7 (ローマ芋が事ける.) 17 絞める漢字のたいたいが醤ける。

6 相手に通ずることばづかいをする 19 拍手の心持ちを考えて書く

7 事捕な向容をi畠{富に盛るように鍔的る 110 社会主主活上の必主主な通俗を始めるようになる
8 不必要なことをむやみに通信文に書き入れないようにする i 

10 段議や筋量甚きの形式に慣れる 112 届や鍛醤などのE起用上の醤式がわかる
H ヴラフ、原稿級、図表などを適切に使う;王術を虫につける 113 紹宇聾吉、大字盤吉田使い分けに慣れる

同盟自や小見出しなどの形の使い方を党える

11 @l:分の定克~-}ili天王語平面五回l平交反喜三言語E正万五fI6
12 自分の心(J)中を、低減する平日平に訴えようとする

15 !I!l謡、届審などを醤いてみる
16 郎総のi藍頬、その切り方などに儀礼る
17 表紙、口絵、とびら‘目次など由陪式を理解し自由に使う

8 聾いたことを沼啓するようになる i口人に伝える附!二、方雷や特殊な宮い方を錦ベてなお守ょう 115 栂鎚のある連へ方を高i二づける
9 なるべく客鋭的な説明や報告をしようと心がける iに心がける 116 知臨や情報を他白人に提供して役に立てることを盛，5~
10 !!iいの効果を注意するようになる 113 聾いたことを、もう一度鼠ベて、正しいとの{昌意を持って薮 |口大ぜいがわかるような表現の形式やていさいをよく考えて
け 銃む人のちがいによって説者方述へ方を変える iすようになる |盤くようにする

!日大啄なところはことば使いを十分に吟味するように心がける|

7 記録するときに、その真実性を考えてみるようになる 110 鮪や窓を分t"jて記録する能力を主要う 113 接点目躍犯をするようになる
8 メモをE苦笑にする習慣を整う III 集団的醤12役となって3主任を泉たすことに満足を覚える 114 科学的な物の見方を主要ってい〈
9 袈点をしっかりつかんで観察するようになる い2 聾くべきことを注意深く鐙える習僚をつける 115 研究や1.2銭の取科を教科学習以外に広げていく

i 116 見出しゃまとめ、結践などの袈綴を主主える

6 自分の体蝕したことを、まとめて考えるようになる 19 磁の中で摘惣をするIlii置をつける 112 社会の出来事を見て、自分の意見を組み立てることになれ
7 自分の撞いたことをもとに、生活を反省するような智債を身に110 いろいろな事件についての自分独自の感想を待つようにな iてくる
つける iる 113 自分の考えを!2銭しておいて、それをまとめてみる
8 生，舌のすべての点で反省すーベ吉材料のあることを日る III 学校外のことにも批判的な自をもって践べるようにする 114 生活反省がやや深くなる

5怒受性を室主カにする 17 自分の好吉な著書きたいことをよいことばを選んで響くように III 生活を盟かにするために、好きな文を創作することを楽しむ
6 文を聾きかえる、脚色する、変化を与えるような仕事を逃ん |心がける |ようになる

でやる 18 独創的な文を作ろうとする 112 表現の工夫をいつも心がける
9 取材綴埴を広める 113 綴を利用して好きな文や跨を作ろうとする態度を身につけ
10 生活経験の印象を齢明にする lる

t 、読討やすL'，ょ~三李夜、天吾吉7夜亙なと1こ気をつけて審< 11、，員別立新らしく二百字の苦書きかたをおぼえる 11、速く‘らくに望書くように努める
2、滋牢の構成、部百をおぼえる 12‘i車〈聖書いてもたしかな芋を響く 12、初歩的な行聾を聾く
3、，盈宇は新らしく二苔芋ぐらいおぼえて惑< 13、韓首するじぶんや他人の聾きぐせがわかる 13、漢字は新らしく二百字の笹吉かたをおぼえるーにれまでで教
久速く醤けるように描習する iι 必要に応じて毛筆や鉛筆も使って盤< li宵j車宇八八一宇をーとおり聾けるようにする)
5 ケイ紙白紙に文や肢を聾< 15、エンピツやへンを使って cm平方のマスにはまるように聾< 14、欠席局、総盤、申込警などの事吉かたをおぼえる
6、ベンを使って盤< 16、機示、表留し名札、ポスター業向などを寄< 15、修続路を中心!こ文を分析してみる
7 小選幡、じぶんの所有品、践んだ本のもくろくを暫く 17 践んだ本の要点をノートに響く 16、文集の認識をする
札機話-1"ポスターなどを盤く 18、滋路をきいて嬰点をノートに聖書く 17、作品批評を普く

9 ローマ字の曹をかたをおぼえる 19 文を盤〈別に t構想を踊る 18、政送樹‘眼E自の怒訟を響く
10学級委員会の記録を聾( 110、認査、見学、研究、訪問などのg2銭を響く 19.会合に害加して、じぶんの意見を効架的に党表する革棋を
II‘先まの認の要点をノートする III、受員会の絡惑を記録する |聾〈
日、じぶんで発謹する意見の接現を惑く 112、行事計図、会合などについての説明文を讐< 110、学校新聞の潟銀に協力する
口、報告文の骨ぐみをおぼえる 113、本の注文、用車を依殺する、訪問の!問合せお礼状など用|円、蜜話ものがたりを審いてみる
川、後続詞をくふうして文を暫く |件に応じた李総を聾日、文章互の極類を総べてみる
目、学級新館1の絡離に1協力する 114、官童文を瞳〈

時、拶件やものごとを限よく説明する文を書く 115、人事、自然に取材して符を惑〈
口、対話、会絡を文の中に入れて聾く 116、小路自をつけて長文を寄く
18、研究報告〈社会科・理科・ 8由研究)の謡音かたをおぼえる 117、校内放送のシナリオを密〈
問、すぐれた作品(文鈴}を味わって授んで慈悲批鰐を書く 118、概単組方常を窓践して書く
20、紙しばい人形しばい、ゲントウなどの脚本を書いてみる 119.文のくみたてを変吏したり、むだなところ、だれているところ
21、学校学訟の行革、催しものについて紹介主宣伝の文を醤( 1を削除して文をスイコウする.
22、敬体と常体とのあらわしかたをおぼえる 120、他伎のすく・れた作品を銃んで長所をたしかめる
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o:!fたこと、傾いたこと、患ったこと、したことを、ありの三まに‘くわしくJ思い出して直く

Oうそを笹かず、ずなおに民主序正しく謹く

5 八木清筏11953 10じぶんだ門でなく人にもわかるように嘩く

0 だらだらとしていてもよいから、思いきってくわしく、ぐんくんと

Oいつ‘どこで‘だれが、どうして、どうなったかという、骨組のしつ

ない

牧師聾成

研究所

B 高野長路

!!l手

粒飾
文母

Eゼち

通俗(1対 1)

過連(l;-:j吾)

文雄硲臨

制{乍(1対多)

O人には醤けないような文じぶんの心だけに、強く怒じたことを

自分の行動や身辺のできごとなどについて磁漏えt文を醤くこと l文の紹み立てを考えて‘段落のはっきりした文を書くことができ

ができる(生，舌文る(生，吉文)

生活を主とした鈴 8!eを醤くことができる{日配まとまりのある生活8，eを盤くことがで古る{自記、

絞しい友だちゃ先生などに簡単な手話、を事くことができる{遜偲) 1手続を醤〈ために、その紫材をまとめることができる(通俗)

簡単な孔状ゃ;召情状を茜くことができる{通情殺しい友だちゃ先生などに簡単な手続を響くことができる(通信}

怒慌のこもった短い文を醤くことができる仕切 |児盤筒をつくることができる吐引

身近なま，i'iの記録を王とした簡単な文を醤くことができる(KCfま) 1後んだ本について、そのあら筋や怒懇が醤ける(怒惣}

稼陛への伝宮など簡単なメモを聾くことができる(覚え聾き飼宵主主培などの長期にわたるliel!lが醤ける(!e録)

簡単1Jiifi&tを轟くことができる(禍語児童会やフラブ活動に10裂な情報を‘短い文にまとめることが
お互の作文を銃みあって擢しむことができる(繕臨できる(~è録)
簡単なロ版作文がで吉る |報告を甚〈ためにその紫軒をまとめることができる(報告)

文字で撞くことに興味がわいてくる |見学問査などの簡単な報告の文が聾ける(報告)

民E序正しい院の通った文を聾くことができる I(婆矧より由潔にまとめさせるX覚え醤吉)

文白崎の使い甘けがで吉る |し、ろいろな行事についての偲凶やE宣伝広告の文が聾ける(1揺
てノvやまるをうつことができる 11五i皇示)

華節どよりを摘明に聾く{記録文)
作文曜の使い方を理解し、有効に使う(記録文)

牢校の近所0)16を総べて主要点をかくCKe&華文)
こどもの自の官官段行事についてか(<生，舌文}

丈揃除をそのi並行瓶にものがたる(楠!~)
行!Qに従つ亡迫足の兇簡をかく{紀行文)

絵f3X2をかき訴をそえる(!苛}

むし位予防の椴!.をつくり‘学校や潔躍に持告げる(1約百)
学校へ遇う甚びゃIIIることについて盟く(感想文)

""の仕事ぶりや窓1d:の人々の動きをかく(感想文)
水道びの楽しさや、 i且びかたなどについてかく{笠活文)
涯の情避に取材して筏をつくる(続)

童体みの立iい出をかく('主，芭文)
前駅欠席σ〉友だちに見践の手総をだす(手紙)

蕊!bのつづきをめいめいで符えてかく(怠路)

運動会のようすやおもしろかった演法についてかく(感想文)
吐伎の近所を滋り、気づいたことをかく{紀行文)

股んだ文の接点をまとめてかく(&2銭文)
月夜の情車をかく(怒怨文)

とりいれ時の忙しい楽しい;t活ぶリをかく(笠，舌文)

病院の仕事や設相を腕ベる(報告文)

おお金にする輩!!を用意 tずる{主主話)
分間に分がれて郵便ごっこをし、手絞をかく(手紙)

勾賀状について理解し‘暫く舘留をする(手紙)
終巻をみて感じたことをもとにして、制限をつくる(期経}

たこ品げ、はねつ吉などについてかく(生活文)

いろいろののリしのを比較してずきなのをきめる(~童文)
一自のできごとをなるべくくわしくかく{日 !e)
おまわりさんのしごとを‘まとめてかく(報告〕

学芸会のJS>Jの脚本をみんなでi3しあってつくる(脚本)

心うたれた絡の円容を説明する(報告文〉
一年間の作品拍成級制をみて感想をかく(感想文)

学訟の文蕗‘俗人の文聾をつくる(磁県)

絵師

父母

友だち

見鍔状
薬問状

1 行動0)悶序にまとめる

2 時間的経過の綴停にまとめる
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相誌を聾くことができる(相時1

簡単な総しぱいの台本が醤ける{脚本)

自分の作品を笠現したり、文集をつくったリーすることがで吉る(路

盤)

自分の作文や人の作文について、評価を始める(総擁)

文を詳しくするために必婆なことばを喜吉加えることができる

文の筋をはっきりさせるために‘不必袈なことばを肖IJることがで
きる

ことばの正しい使い方の基礎ができる

よく妊有することができる
文竿のほかの銘 ~è号の使い方がわ治、る

新しいことばを使用する興味が出てくる

もっとよい教室にするにはとちしたらよいか意見を力、ぷ掻文j
かわるがわる学級8!eをかくことにしその書き方について隠し

あい、茜いていく(8!e文)

学級告自の植物の鋭務自 !eをかく(臼 Ke.~èt~文)
身t本核査の情識や結摂をもとに怒怨をまとめる〔感怨文)

E遣いもの‘のりもの‘駅、郵便局など、柴田生活についてかく(生
活文)

気に入った本について銃んだ怒怨をかく(感想文)

時刻を守り‘時間をブミ切にする機話ー論文をかく(!童文・機凶)

ポール遊び中におきた感激の端部をかく

兄弟で仕事をしたら、物のうばい合いをしたりしたことに取材し

て筋をつくる(!引
〈だものをめく・る8分のJI!Jきをかく(;t，吉文)

単体みの計画をかく(!e録文〉

近くの小高い山に登ったてんまつをかく(紀行文)

話の要点をてみじかにまとめたり!~の主要点をくわしく配したり
する(記録文}
幻rrや暁笛をみた所!;sを力、く(怒想文)

史学のili:紛状‘見学した礼状をみんなで相続してつくる(手紙}

壁新聞のつくりかたをくふうする(潟銭)
獄事の手伝いについてかく(1:::舌文)

輩1;;σ〉絞きを唱えてかく(童!1i)

分包でつづき1;;をかく白一部一節かいて次の人にi直す(童路)

世校給童や、学校で盛宜をする心持ゃょうすをかく(生活文)
学訟のこども会を学校の有志に公開することにし、案内の手伝

や偽示文をつくる(手総・掲示)

ヴリスマスやえびすこうなどの行事についてかく{慾想文)

郷土の伝鋭を集めて伝説集をつくる(物語・穏集)

しも柱を絞務して報告聾をかく(報告文)

車σ〉古ものと冬のきものをくらべてちがうところをかく(報告文)

ちょっと図ったが、くふうしてのもJきったことについてかく(!童文)
牢芸会の創の関本をみんなでつくる(制本)

なるべく遣いところへいったおつかいの経践をかく(紀行文)

長い童話を短くまとめる(盤路〉
土佐絞の文集、俗人の文集をつくる(縦集)

1 8常生活

2 干土会的な事象事物

1 中心主題を段揺にきりこむ

2事件の援問10)廠序にまとめる

3 自分の帯えで矧醤をかえる



事いていく 10精絞と省略がくべつできるようになる.不必要なことばは、他こうによって、また、盛L'支京要約できるよろl三万石
かりした文でなかったら、ほんとうに他人にわかもすことはでき 10文の檎遣をたてて甚き、中 IL-点をはっ宮りさせ、時のある文により、人の心をうつようにする

10思ったことは‘どしどし聾くようにする.じぶんの考えを.文の中にしっかりともつようにする
醤くと、よい文になる 10!品写体と、説明体の区別がわかるようになる

文の組立を考えて、段滋のはっきりした文吾笹くことができる佳Iラ百支吾蒲ii2C五夜玄蕊τT:LJして‘王凶のいっそつはっきり i一つの文を補犯したリ、省路こ可して‘主交jio)いっそろほう吾
活 文した文にするこ とができる{g:;.舌文りした文に す一ることができる{生活文)

小見出しをつけて‘文を暫くことがで古る(生活文小見出しをつけて、文を醤くことがで吉も(笠活文 lel分のま活を反省し、文を盤くことによって思索することがで世

多角的に取材して‘まとまりのある生活日院を轟くことができるl1J宮を区別して醤くことが できる(生活文る(生活文}

(8!，，)多角的にlll1.f.!して‘まと3りのある生，舌臼犯を畠くことがで古る|小見出しをつけて、文を畠くことがで古る{主活文)

叡体と常体との使い分けをすることができる(通信 I(臼配方奮を区別して醤くことができる(生活文)

児濫院をつくることがで吉る(!寺注文依絹・お札などいろいろな用件に応じた平総が蕗ける(遇|多角的に取材して、まとまりのある~活日 Kèを撞くことができる
銃 んだ本について、そのあら筋や怒怨が審ける(感想低 1(8!2)
飼荷主主i琶などの長期にわたる12録が醤ける(12銭滋文が聾ける(通信注文‘依絹 joRなどいろいろな的件に応じた平是正が醤ける

児~!量全ゃっラブ，王宮出に必裂な情報を、短い文にまとめることが i敬泌を適切に使って、文を藍くことができる{過儀 I(通信)

で寄る(X2銭 I~聖域が創造的になってくる(お後文が醤ける(通協)
見学 I島査などの簡単な報告の文が醤ける(報告読ん了三本について、そのあら筋や怒訟が塵ける($~旦敬絹を適切に使って、文を聾くことができる(通憶)
ゲームの解説や作車針砲などについて、臨時耳の文を蕗くことが I!調査や研究をまとめて昔日銭の文が聾吋る(慾恕続攻が創造的になってくる(釘)

できる<:覚え書き児童会ゃっラブ活動などのいろいろな会の筒聞な線串岱をつ|読んだ本について紹介箆貰枇鰐の文を聾〈ことができる(怒
(要領よく簡潔にまとめさせるX覚え盤宮くることができる(!記録 Iw)
いろいろな行事についての概括や宣伝ー広告の文が曹ける{綴|調査や研究をまとめて報告の文が書ける(報告映[llij-演劇。欣送などについて‘怒怨や意見を臨くことがで皆る
結成示撞いたり話したりするために、殺特を路えて術単な筋 蕗きをするI(感想)

新しいことばを使用する興味が出てくる{線路復示ことができる{覚え盤吉苧伎の内外の錆活動に必要むきまりを聾〈ことができる(!2鋒)

物 紹 を 寵 く こ と が で き る {物紺いろいろな行事についての機脱や笠伝広告の文が藍ける日曜 i間査や研究をまとめて記録の文が聾ける(配銭)

締本を曹くことがで苦る(脚本 1!Ii!Jt示児童全やクラブ活動などのいろいろな会の、簡単な総務鐙をつ

自分の作品を盤培!したり、文集をつ〈ったりすることが Cきも(錫 i適切な踏をi宜ぶ能力が高まってくる(綴路線示 1<ることができる(紀佼)

集物泌を聾くことができる(物路鈎査や研究をまとめて報告の文が蕗ける(報告)

お!iaコ作文を続みあって楽しむことがで吉る{総集脚本を醤くことができる{総本自分の意見を効県的に発奮するために隙織を撞くことがで吉

文を詳しくするために、必裂なことばを書官加えることがで古る i書くの作品を税んで‘聾〈能力を務めることができる(総臨る(覚え盤吉)

文σコ筋をはっきりさせるために、不必要なことばを削ることがで|自分の作品を盤埋したり、文集をつくったザすることができる(総|醤いたり銘したりするために、紫科を盤えて簡単な筋盤皆をす

昔る |終ることができる(覚え盛皆)

ことばの正しい使い方の11;礎ができる |よく推考することがで吉る |学校の内外の路活動に必臨むきまりを醤くことができる(機緩慢

文の組み立てを有えて、 sE'i品のはつ吉りした文を醤くことができ!拘話を暫くことがで古る{物語)

る i館ドを嘩くことがで吉る{秘?本)

散体と常体との使い分けをすることができる i学校新聞を織離することがで古る{ぬ繰)

1苦いが増大してくる i きるくの作品を銃んで幹事く能力を耳詰めることができる

Jくf在宅することができる
tgいがt哲夫してくる

福寺、して記事を集めまず新聞らしいものを品、で語る(紹集掲l各樋委員活動の!2銭のとり方を定的、記録していく(J!;c鋭将来の進路と、それに対する心備え‘出発点をかく(議文}

示これ ま で の 作文略を自己野価し‘ そう役にたつように富((!21見出しの曹を方読者の裕度を考えて、学校新聞をつくる(総臨)
自的に応じて必護部分を盤きぬく(記録録母の日にちなみ、母の愛情母へのE耳目1を臼のi詰で袋視する

撃った続盤12絡 を か き は じ め る(配線こどもの自の窓殺を考え‘覚悟をのベる(怒lt!文 I(鈴)

1iIや道ばたの草花に取材して践を作る(初一段総出の活気にみちた生活ぶりをかく(臼 !2文生活文蜂芋版行由良聞を〈わし〈撞く(紀行文)

見学の申込みお礼の手紙をかき‘史学の報告をかく(手紙報 l動物と他物、泌物と植物の相互関係を関ベてかく(報告文短い文で、やさしくわかりやすく‘学校内や近所のできごとを接〈
告) にれ苦での学級新開を批判し、政良していく(鎚銘 I(報告文)

自分の自あて、学級(])自あての嫁泌をつくる(線路放送要員に主主見をのベ、裁判を提供する(路島・脚本伝記をJ み、偉人の'.þ年時代だけを餓~月にまとめる(報告文}
かいこや、かや、はえの飼育臼 ieをかき‘まとめて報告する(日|ぽんをめくる家庭行事をかく舌文 If主虫の笠j舌をiJ!察し、従人化して‘物傾とする(物語)
Ke報告研究発薮の原稿をつくる<!畠文ー報告文働く人のたくましさをたたえる(感怒文)

臼理B一日の生活を日記体でくわしく諮((8!2) I~主体みの作品を資料にして、手紙文紀行文の聾吉方を研究す i心恨の動きを醤きとめていく(日記〕
おか し く て 大 笑 い し た 経験を撞に物語をかく(物路る(手紙文紀行文自 分 の 長 所 、 短 所 を 早 産 に か く ( 鎗 文 ]

苦しみなやみをあげ、その排除をは かる(生活文あらしの強さを詩情表現する(!前 |人々初互の関係を関ベー考えて盤く.同級生がら世の中全体

穏日の天然的記録をとり、自時と宮抗議の関係をしらべて報告す l新制記事を資料に{五段病対策をのへる{鈴文に及.S日報告文)

る(!2銭・総告 自分の番加した運重力妓技を中心にスポ ツの秋をかく(生活文)1自分の分担のしごとをふくめて i亙動会のようすをかく(怒lli文}

虫とりに苦心し、興じた情況を かく(主主，舌文まとまりに筑をつけてつづ昔話をする(薗隠 図書委員に協力し、銃躍の掲示ー綴泌をつくる{掲示、滋!{j)
他人の争いについて批判する(!童文践んだ本を手みじかに紹介する(報告文自分が風になって‘いろいろ失敗し成泊したものがたりをかく

鼠ベたいことがらについて、他校(])向学年生!二問い合わせ田平i作品をみるにつけての掲示をか吉、控室覧会主体について怒惣を I(相悩}

総を出す(手紙かく(偽示怒想文揖械の性舵、構造を鈎へて!2終守る(&2録文)

名I母ー数盤など忘れやすい事項の主主え番苦(記録防火の機!g-尚文を醤き、消防署幸へおくる(1躍路・路文すきな官様、吉らいな音楽について悠悠をかく(悠想文)

自分たちのj貰筏σコ袈錯‘番組などをあらかじめ知らtまる手紙を|共通話と方宮を対照して薮をつくり、傾向をまとめる(!e録文) 1このごろのピyヴエコースについての感想をのベる(感想文)

か く(手組三 学 閥 の 苦 言 員i盟主詳のまえに理想選辛について童免をのベる(鈴i知人をモデんにして拘絡をかく(物語}
地入の経験をき吉、そのつづ古舘をつくる(童話文 留けん、実験、仕事、 1Jll査、兄弟関係など研究上、笠j舌上の

J、イキJ グについて醤く(紀行文大雪をめぐる主主，舌をかく{生活文苦心訟を客般的にかく〈報告文)

自分に対し、学訟に対し、こうありたいとし、う担任の先生への特 l分団ごとに殺伐をつくる。そして閲覧する(織正義 1スキースケートなとーにつき、往復過ょの兇聞とともにかく(紀行

銀事項をかく{思想文学芸会問の脚本コンウーんをする(脚本文)

年賀状の目的を理解しーその雄習をする('手紙すきなものを つあげ、その理問、怒怒を簡，)1;に寵きつぎつぎ|文践の印晶'1-写 真j暗躍うなど注文の手紙を作る(李総)

報誌 を よ ん で 、 内 容 の す ききらいをのベる(総文と喜吉ill.める思想文卒車に際しての所感を表現する{品、感想文)
体みの時lInの情豊をを描写し、感想をかく(感悠文郷土の!開拓に努めた人、郷土出身の成功者を地泊る(物凶餅恕会用のげきのaW本をかく(総本)

宰授の綿子をlVlIベてかく〈報告文そうてい‘内容ともに十分注意してりっぱな民主文集をつくる(級

玩呉を縫人化して輩話にする(童話蕗)

さきに作った童話をもとに脚色する{脚本)

お節句に沼〈手紙をかく(手紙)
一年間の作文を鐙1型し、類別する(総集)

ちだ友
飾
母
人

数

父

知

教師父母

友だち他学級
p・T-A

教姉・父母

友だち他学校
p.T'A 

1 中心主題を段滞にきりこむ

2 事件の接関町議F芋にまとめる

3 臨港約思考によりまとめる

1 中心主題を段落にきりこむ

2 11¥特σ〉線開σ〉綴停にまとめる

3 絵理的思考によりまとめる
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太郎輝男

文部省

叙述

1 i3分のことばで甚〈
2 文字を正しく聾〈
3 句読点をつける
4 主総述鋭のはっきりした文で躍〈

2 

佐吉田時1
1 1960 

文阪綴フf
(])会

文部省

石m佐久

終

文車構成;王i陀
(-) t~ンテンスの J主役

(1)文の主!Ii，述ぬなどの大けている部分を補う技能
(2)中措となる文に暗部誌などを捕って、植純化するtt舵

1 自分のことばで聾〈
2 文字を江しく醤〈3.堅!e;去を正しくする
4 i量級続の使い方

(1) 

(2) 

(3) 

(4) 

(5) 

(6) 

(3) つの文をニつにしたリ、二つの文を一つにまとめたりする筏舵
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1 i3分のことばで畢く
2 文牢を正し〈聾〈

3褒!2法を正しくする
4 修館経由使い方

(1) 跨を佼みましょっ
(2) 草紙を醤きましょう

(3) かんさつ文を瞳きましょう
(4) 自民を醤吉ましょう
(5) 見学、研究の文をまとめましょう
(6) だれをめあてに作文を聾くか考えましょう
け)文のすじがはっ吉りするぷうに考えましょう
(8) 心に思っていることを太切にかきましょう

①かなり長い文章を暫くことができるようにする
文草を聾くために必姿な文学や!Ii句をいっそう硲実に身につ

けるようにする
~)ê分の考えや感じを文章に轟こうとする態度を宵てる

(1)文の主!Ii述!liなどの欠けている部分を揃う筏舵

(2)中絡となる文に修飾錯などを補って‘権鈍化するf主舵
(3)一つの文を二つにしたり.二つの文を一つにまとめたりする
筏能
(4)単文麗文抱文を区別する技能



1 自分のことばで盤〈
2 文字を正しく聾〈
3議&2注を正しくする
4 陪飾!Iiの使い方

(口預吾蕊五言しょう
(2) lQ務文を甚きましょう
(3) 感想文を醤苦ましょう
(4) I奇を作りましょう
(5) 手紙を書きましょう
(6) 文のなかみを践にしましょう
(7)文のはこびを宥えましよう
(8) 臼12を串きましょう

1共通路で暫く
2 敬語の使い方
3 創造的表現とする

(1) 誌を作りましょう

(2) 研究をまとめましょう
(3) 創作文を醤きましょう
(4) 自記を聾きましょう

(日銀謀総総をまとめましょう
(6) 自分の有えを大切に曹きましょう

(7)あじのある文を聾きましょう
(8) 主騒がはっきりするように考えましょう
{目ょうすをそのまま書くところと、脱明をつけくわえるところを

考えて寵きましょう
(10) 中心点をはっきりして、人の心をうつように審きましょう

1 其通路で醤〈
2敬i置の使い方
3 劉i量的表現とする

共通認可~7i~Tする つ説明文と禍写文カミ五、吾わけられる.風倒的琵盃E蕊s的配述卜なにをかくかを文主訟のはじめに1正し京吾のようにかいてから本
常体でもかけるようにする |がで吉る.綴叙と略叙がで古る。そして文傘をまとめるかき方 |文の記述にはいるか苦方
事実と考えを文としてきちんと窓別してかきわける |段落や行分けがうまくできる 卜文設のながれのなかでよ〈あったことばでかくかき方
「そしてJfそれからJfそれでJfするとJfだからJfしかしJfずれ 1.自分のとくに気待や感慨を‘異体的な行為を箔くことによって

どもJが正しくつかえる i薮説するかき方
3描写恩のかをき方と絞明lIilなかき方とわかる i事実と意見とを箆別してかくかき方
・1、2、3、止と分けてかいたり‘小見出しをつけてかくtJ、吉方、 I.fだであるJ体が正しくつかえること
段落のはっきりしたか苦方 トいくつかの項目に分けてかくかき方

結践をはじめにかいて、つぎにそれの総抱をは1すかき方ま
すこ、 t(J)宝色白色、宮1)

ア画百百著支を lま云吾iJさせて文章に聾き表わそうとするこ iア暫くことによって自分の考えをはっ吉りさせることア文2誌を撞くことによって自分の脅えを深めること。
とか jイ必要な務がらを鋭点ごとに務理して文主主を聾吉‘生活や学 lイ必要な事がらを滋とさずに文主主に書き.生活や学留に役だ
イ聾〈必要のあることを重量濁してから甚〈習慣をつけること。 1習に役だてるようにすること。 1てること.
ウ事訟を客観的に文章に醤守主主わすことウ主題や婆留のi関誌な文箪を普くことウ醤〈目的によってそなえるべき援件を知り‘それらを落とさ
ヱ蕗こうとすることの中心が時1慌になるように普くこと。 1エ段落のはっきりした文章を盤君、また段落と段落との!関係|ずに盤くこと.
オ 段渇を考えて書官、また、段湾と段落との絞吉方にも，主意し iがわかる文章を撞くこと。 1エ必援に応じて文滋を簡単に撞いたり詳しく撞いたりするこ
て聾くこと。 1オ文や文主主0コ組み立てやin句。コ使に方に;主窓して瞳くこと.1と。
カ文芸誌を甚くために必裂な話句を増し、また‘適切に文主主のな|カ文窓を聾くときに涜聾をやl矧しようとすること。 1オ文や文章の組み立てや路匂の使い方についてくふうするこ
かで使うこと。 1キ普いた文離を設み返して、叙述のしかたについていっそうく|と。
キ文寧を書くと吉田誌曹の利用のL7ぅ、たがわかることふうしてみることむ |力文援を甚くときに訴審をや1mすること。
ク撞いた文ままを膝み返し て 、 ま ち が い を 正 し た り 、 い っ そ う よ い キ 魯 いた文雄を続み返してより主力集的な叙述のしかたにつ
文家に聾吉改めたりすることいてくふうすること.

: 現在進行形のかたちでくわしく蓄〈力をつける 11 現在酔の君主!.liで醤く力をつける い 現在陪薮説でヵ、く力をつける
2 現在 11多薮 nlのなかへ~EìJìB患の宅島幸方をおりまぜていく書く 12 主主主にそって活写鼠に盤〈力をつける 12 fJlI期的過去形袈現のむかへ現在日君主lj任意服していれて
力をつける 13 自分の感じゃ考えをZ事実の問写によってあらわしていくよう|彊く力をつける
3 自分の考えがはっ吉りでて〈るような文書生を笹〈力をつける|に藩〈カをつける 13 表現の効果若者えて悩写魁に聾く力をつける
4 文章の偶成をきめてくわしく陥写して書くカをつける 14.1品写恩な畿税に説明形表現をおりこんで、犠(1Jをつける 14 旋l期的過去出表現のなかへ臨時n形王室説をいれて醤〈力を
5 j主い簡の経駿をまとめて総合的に響く力をつける 15 長い聞の経験を総合的説明j杉設現で醤く力をつける iつける
6 主惣にしたがって描写風な表現で寵く力をつける 16 綴活的経1慌のなかへ適当に過去形i匝写嵐な主主現で躍〈力拓 也い問の位践を総合f!'J説明恥表現で撞く力をつける
7. K2録を説明胞に醤〈カをつける |をつける 16 絞古的滋13的君主現で蕗〈力をつける
8 n丹後経験をもとにやや綴話的に事〈力をつける 17 !2銭鼠な文設を醤く力をつける 17 拍量生したり袈約したりして僚1舌的に轟く力をつける
9.1耗f置のひとりとしての立場で集団のことを甚く力をつける 18 間活経験をもとに滋話的表現をする力をつける 18 間後経訟をもとに療活約!こ寵く力をつける
山 新しくえた知織や経主主をもとに説明訟に書く力をつける 19 鰭人的立場でなく篠田町立滋にたって文訟を望書く力をつけ 19 自問などをしながら総合的鋭敏博義説をする力をつける
け 妓附や三宇治に思っていることを具体的事実をあげて盤く力|る 110 長銀のための偶成を考えてさまざまな表現形体を用いて
をつける 110 滋由1的過去形描写盟主の文章をかく力をつける l署〈力をつける
12 ひとつの主績をえらんで主張するように普く力をつける 111 社会的視野にたって‘ものごとを評総風に軍事くカをつける 111 l集団の立場で8分の主践をおさえて響く力をつける

112 自分の主強等を現在形表現によって醤〈力をつける い2 風倒的現在日多表現で聾〈力をつける

16 自分がとりたてて醤きたいこと(主張‘訴え、知らせ、叫びな 121 はつ苦リした問題意舘をもって童話を;l!び‘甚く附に甚こうとマ 126 草案を異体的にありのままにつかまえそれを鋭〈見つめ

ど)をi盟び、なにを‘だれに向かつて何のために聾くのか考え iるねらいをはっきりさせ、聾くねらいが生かされている形式を者|宥える態度を整う"
て続み手にはっきりわかるようにかし iえ、文章のくみたてを〈ふうしてかく力を接うさまざまえよ事象の5引宮に気づかiE.自分で判断し、考えー窓兇
学総のみんなによびかける文躍をか吉、ひとりの問題をみん i表現活動をとおして‘楠の見方考え方ー感じ万 e行動のしかた|を猿還し、すじみちたてて遊説させ、遊説をとおして鋭印のなか

なの問題として、集団のなかで解決していく力、臨度を育ててい iを確かなものに育てていく 1で授かめ追求していく力をのばす，
く。新しく学んだ臼践を事実とてりあわせて設現するカと.鎗母校

122 中心となることがらや考えをはっきりさせ.ねもいに却して摘iを裂う。
け思考、主強の中心、感動の焦点をとらえて、文章のヤマをも|惣をねってかく力をのばす。 1

りあげ、主宰主主きとした表現をするカを整う。 1審きながら、いつも主題を意世遣させ‘精叙・略叙するところ、省 127 主題に却して、いろいろな資料を臨的、 E調査し、それを諜将

自分のやi師、考え方を基縫づける舵カ‘総理由正しさや綴り |略することがらを考えてかき文窓の中心をもりあげ、自己の主 i化し‘主主箆を殺現してまとまった文章をかく力を告書う.
を耳}拘置にし、結践づけていく力を宵てる 1~甚思想ー怒勤をはっきりと表現する力を喪う。 1 資料の1星組と集めかた、臨ベかた‘鐙理のしかた、生がしか
集団としての考えをもたせるとともに、集包のなかで自己を筏 I Iた、文笠表現のしかたを具体的に理解させ、身につけさせる.

立させてし、<. 123 問1M意践を夜て‘いつでも作文0)題材をゆたかにもたせる|科学的態度で事物を分析的に見て、文章談現する力を聖書う。
|ように導く。 1

18 文脈をとおし‘文家主体的矯遺にすじみちをとおしてかく力|がたよらないで、いろいろな題材をとりあげてかかぜるように 128 撞こうとするねらいを生かし、主題をもっとも効集約に遊説
を整う。 Iし、しだいにねうちのある題特に向かわせるように導く 1できるような文君主的総みたてを考え、もっとも遜切なコトパを選
聾〈ことの中心をはっきりさせ、そのことの原沼、経過と結果のi生，舌に間!し、健性に却した題材をi1!んでかくことによって包と|び、翻3量的に表現する力を育てる。

つながりがわかるように{構想をねって聾〈力を整う。 1集団の生活姿むを正していく。 1 作者の思想感情・意志が続みてにそくそくと伝わる又縁、ね
鞠ごとを分析し‘総合し、すじみちたてて考える力を整う。文箪 1 がい、主張が明誌に伝わる文傘、感動させる文章をかく7Jをの

表現の目的性をしだいに自覚させていく。 124 常に新しくゆれ動く干士会を見つめ‘新しい事実現輩、事件|ばす.
iをとりあげて、すでに待っている知僚にもとづいて、自分で考え.1

19 響く前に文主主の総みたてについて有えて構想カード!こか昔、|解明してかく力を整う 129 問題意滋をもって題材を選んで盛いていきながら、なにをこ
それをもとに文撃をかしこの犠合、はじめ1、2 なか1、2 日|表現活動をとおして‘飽と主義毘の問題につかみ方‘考え方を lそ聾いたらよいのか、どんな鐙がねうものある題なのか理解

わり 1.2 とかいたひとつひとつの項自が段落になるようにす i質的に高める.程々の理践を確立し、それを集団のなかで礎か|させる.
る。 1めあい主体性経団性を伸長していく。 1 自分たちが簸苦あげる社会のために、考えなくてはな己ない問
中心に4れるところをくわしくか曹、その他のところは簡略にか 1 1魁克銭していかなくてはならない!問題などをつかんでかくカと

いたL人省絡してかけるようになるよう指導していく 125 常に新しくゆれ動く社会を見つ的、新しい事実、現象.事件|態度を育てる.
|をとりあげて‘すでに持っている知畿にもとづいて、自分で帯え、 1

20 ただ長文を軍事くというのでなく、よい惣軒を選んで、長さに比|解明してかく力を饗う 130 猿I宜学校・干士会自然の生活をよく見つめ、事実をありの

混 民三官jffご民意蹴を刷、な|桟波法よ品盟おり、現実の問腿について考え真実を追究す拙IJr

ものに商てるとともに、長文をだれ廿!こかきとおなるよう!こする。 iい、主体性、集団牲を伸長していくー !これまでの経線的な認i誼感性的な飽泌を、理性的・科学的な
認i粧まで高めるようにし‘人間1生活を前進させる物の兇75考え
方ー感じ方ー行動のし方を育てる.

文章を書く哀能を伸ItL.、かなり自由に藩くことができる孟百三iiT主轟<::.E吾嘉正ラ百モ豆主主i::疫区王志三とができるようにす毛
②文寧を畠くために必嬰な文字や絶句を増すようにする iする |②文傘の組立や18匂0)使い方についてくふうするようにする
③文章を醤く意欲を高め目的をはっきりさせて聾くことができる i②文、文章の総立や筒旬の使い方に，主窓して聾くことができる i③包的に応じていろいろな文芸主を聾くことができるようにする

ようにする iようにする
OJ文家を審〈必袈性を窓i駐し、それに応ずることができるように

する

(5)センテJ スの主総を変えたり、能動を受動にしたりの、転形(変形)0コ技能
(6)だらだらしたセンテンスを、よリひきしまった出になおす娃能
(7)あいまいなセンテJ スを見いだして修正する筏能
(8)単鶴なセンテンスの連続を破る筏能
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(ニ)段落由法能

(1) 段落と段落でないただの文由連続とを区別する技能
(2) 文章がいくつかの段落(印刷ょの段落)に分かれているかに然をつける技能
(3) ある模様が何帯自の段滋に出ているかを見いだす i王能

(三)文章股間0);王舵

(1)文章由時間的鰭簡の;王Ug
(2) 文書誌の場所的な狼聞のi主従

(3) 文芸主の機性的な控室開の;主席E

(4) 文章の控室開をfはじめJrなかJrおわりJで区切る筏能

{四)取材の筏舵

(3) ある事項が何番目。コ段落に出ているかを見いだす技能
付)段惑の話題文の夜舵

(1) 文章の時間1的展開の筏能
(2) 文慈の場所的な盤側の技能
(3) 文重量的車両 f(.Jr.;展開の技能
(4) 文章の厳慨を(1まじめJrなかJrおわりJで区切る技能
(5) 関脇の縫示とその解法という股間の法能

(3) ある践11mに対してどちものほうがよい取材であるかを判別
する筏舵
(4) L、くつがのメモの中から.ある際組に封してi車しているもの

をきめる訟能

(3) !i¥!i1lの下位取患の不適切なものを取り除く筏能

(叫!;lMの下位項自の欠けているのを補う技能
(1)ある!ii惣に対して関連のあることを怨い出す筏舵-IUE車のあるものと関連のないものとを包}訓ずる技能

け l輿水安! 1966 !(のある話題の下位項目の綴序の妓能一項目白踊序としてどれがよいかを苦める筏能

¥8 I文部省

19 I掛川京志

作文1王舵
(ー)占基本主主主主の筏舵

(1) -r:きごとの文および文章の基本型のl主従

(ニ)創作の技能

(1) 絵をJ!_て文を臨く技能
(5) ある移がらについて、自分がほんとうiこ怒ったことを醤〈技能

{三)手紙のI玉能

(1) 

(2) 

ア

イ

とb

ウ司馬柄を当えながら、舗と認とを続吋て簡単な文を作ったり
文と文とを続けて簡単な文章を普いたリすること@

エ自分白書いた文や文翠を銃み返す官僚をつけるとともに‘
IUI違いなどに注意すること
オ正しく説写したり聡写したりすること.
カ経験した感の阪序どおりに話すこと.

(2)ょうすの文および文家の基本型の筏椛
(3) 説明の文および文章の』基本型の筏舵

(2) 物!eの抜きを撞く;主mt
(5) ある串がらについて、自分がほんとうに思ったことを甚〈技
能
(6) 伺かを短いことばで盛〈筏能

(1) 甚式にしたがって盤て筏能
(2) 縄手への尊敬や帯主主、手Li量正しさを示す筏能

(¥)正慌に嘩く筏能
(2) 余計なことは曹かない筏能
(3) あいまいさを避ける技能

(3) 民自序よ〈撞く技能
(4) 兵体的に聾くf王能
(5) ありのままに茜き技能
(6) 会館などを入れて盤<;主能

ア 番号きたいと葱ろ蕊有1三ついて必襲な言語i訴を蓬玄こと。 ¥7ズ正互正裂く必主主のある事取喜志否、それらを盤三重工モ吾Zょ
イ移柄の販序を察捜して聾いたり録したりすること。 Iうにすること。
ウ拶柄が談h手によく理解で古るように、文と文との続き方を iイ内容を分かりやすくするため、事く串柄ごとの区切りゃ中心
者えて文撃を聾くことを考えて密いたり‘路0)嬰点を考えて銘したりすること.
工自分の醤いた文章を統み返して、間違いなどを正そうとする iウ聾こうとするものをよく鋭察したよで醤くこと。
智慨をつけること刷 iエ内容が統み手によく理解できるように、総と胞との続き方に

方 正しく捜写したり聡写したりすること注意して文を祭えたり‘文と文との続き方を考えて文2誌を書いた
力経験した串の躍1序と.おりに!i¥すことりオづること。

甚きたいと.¥!lう蕗科医ラレて必裂な事i百1!'逗三;::1:.

オ傾向の意味や役倒を考えて‘それを疋しく文2まの中で使うこ
と。
カ自分の撞いた文設を技み返して、間違いなどを正すこと.
キ正しく筏写したり総写したりすること.
ク聞いたり臨んだりした内容から、文寧に置く紫材を見付け出
して甚こうとすること。
ケ筋道をはっきりさせて隠すこと.

事柄。〉民高}芋を接現して聾いたりおしたりすること。!すること。
串柄が銃み手によく理解できるように、文と文との続き方を考え i内容を分かリやすくするため、醤〈事柄ごとの区切りや中心を帯
て文芸誌を事〈ことえて聾いたり‘!!の嬰点を考えて路したりすること。

内容がE尭み手によく理解できるように、ぬと絹との続吉方に注意
して文を鐙えたり、文と文との続き方を考えて文章を聾いたりす
ること。

g:;苦設疫m 寸豆志哀現(1)

生きものの楠干を自分が見たとおりにiEしく書くことができるよ 身近な生活の中から聾くことを見つけ、望書こうとすることがはっき
うにする。¥り聾するようにする。

手紙 l寺主総
お母さんに対してふだんからlliっていることの中から、知らせた i樺くことの内容を髭1里し、文章の絡み立てを考えて、組手によ〈

自己録/報告 |いことをi謹んで手紙が聾けるようにする。 Iわかる手紙文が書けるようにする。
臼0)学習したことがらを、簡単なメモのような文で正しく書ける201m溜マサ I1980 I !.."，~~::..=t~ r.a vJ_'-'- ，r':r<!- ， 11Il.....'d..r-.;;v，l<l-"I，<}-/>-'-.ll;.L.-，，_"'..J!....，...... ，..n_ 

ようにする 1I己鋒/報告 !!:e銭ノ報告

小林轟三

9! 

国分太

郎

23 1;平嶋般車

!お1苫の係干をよ〈見て、民だしをつけて、だれにもわかる形で蕗 i植物や箆虫などの成長変化を桜察しそれを正しく託銀できる
感想 iけるようにする!ようにする。
藍認を緩んでもらいおもしろかったことや心に残ったことを簡単
な文宝震で撞くことがで古るようにする。!怒惣 i感想

|盤!iIを131んで想像したことや感動したことを、主主1:1の王人公へあ j本を段んで、感心したこと、抱強になったことなと'を、すじだけに
鹿構 |てた手紙の吊で書けるようにするとらわれないて7醤けるようにする。
自分が'"怨することをくゆめのくに〉の陪で自由に書けるように
す る誼1偶 l虚 構

ことがらの矧停を考え、読み手によく分かるようなおはなしを作 にとがらをまとめて、自由単な構成のお話を作れるようにする。
れるようにする n

草稿σ〉躍1序.正しく表現
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主惣主主i盤

10 内容を予恕してから隠し聾かせる
11 主題意肢をもって醤かせる
12 略叙.~草叙を愈践に書かせる
¥3 ※楠誌の佳信託を轟かせる

接点が分白、るように、事柄ごとj己主」己主りのあるf由主主志支言語
路 a 分かりゃすく袋iJL



[7) 文書誌を窓昧段落に分ける技能

白}問題の1呈示とその解決という渡期の法能
(6) 態!測の中心点やクライマンウスの筏舵
(7) 文章旗開における対比、原因結集‘諮問別‘程度額などの筏旋
回指示!Iiや1量鋭路の筏能

(5) 銃み手を脅えて甚くことがらをきめる筏能

(5) ある項目(善事現)eiについて、どこを山としどまとめるかというほ舵

(3) 説明の文および文寧の基本型の筏舵
(4) 感想・意見白文および文傘の基本型σ)!主能

(3) 物胞を改作する;王能
(4) 自分で帯えて物絡を醤く;主能
(6) なにかを短いことばで聾〈技能

(1) 醤式にしたがって聾く技能
(2) 相手への尊敬や笹窓‘礼特産1Eしさを示す;主続
{3) 童留やm件をはっきりさせる技能

(4) あと!こなってもわかるように醤〈筏能
(5) 項自を分けて醤〈任能
(6) 感~と意見とを分けて甚〈筏舵

(4) 具体的に撞く筏舵
(5) ありのままに聾き技能
(6) 会話などを入れて響く技能
(7)中心点をはっきりさせて盤〈筏舵

ア言語子の考えをは二返りさせたりまとめたぜしてか文主主己主主I子文章)二惑いどがる三~!=孟ヨモ:右手子百苓支吾扇夜I王子{，;:1子「ヌ量T1番Fこ己三ょっそ:百分。当者え壬:'if:ii，?:，こと.
き表そうとすること。 1とイ自約に応じて必裂な事柄を落とさずに文窓に墜くことによっ
イ撞く必袈のある事柄を箆返してから撞く習機をつけること. 1イ必裂な事柄を級点ごとに盤迎して文援を書くことによって、 iて‘生活や学習に役立てること.
ウ聾こうとすることの中心点が明認になるような聾吉方や、円|生活や学震に役立てるようにすること。 1ウ綬拠を明らかにし、それにさ基づいて自分の意見や主張を述
容の中心点がよく分かるような隠し方をすることウ主題や堅官の明確な文章を聾いたリ、筋道がはっきりして iべること。
工事訟を客観的に文京に書き表すこと。 1いる話し方をしたりすること。 1エ文君主全体の構成を考え、包的に応じて文草を簡単に聾いた
オ内容が鋭み平によく理解できるようにするため、段落を考え|エ拶象と感想、意見などとを区別して文窓に密き壊そうとする I')i詳しく寄いたりすること。
て畠昔、また、段ffiと段認との級官方にも注意して聾くこと。 にと。 1オ自的に応じて‘事象と感想‘意兇などとを区別して文撃に聾
力紙切の使い方を工夫して甚 く こ と オ 内 容 が 銃 み 平 に よ く 分 か る よ う に す る た め 段落のはっきり i吉表すこと.
キ 自 分(f)盤いた文書誌を続み返して‘関連いを正したり、一層 iした文京を醤吉、また、段怒と段廷との関係が路辺的に寝解し i力目的に応じて‘文や文主主の総立て、 E語句の使い方などを効
良い表現に富吉改めたりすることやすい文家を普くこと。 1接的にすること。
クllIIいたり読んだりした内容から、文章に醤く紫材を遺んで罫 lカ文の組立てや遮切な語句の使い方を工夫して文章を盤くこ iキ自分の普いた文章を緩み還して、 持軍効梨的な叙述。){土
くこと。 1と。 1方について工夫すること。
ケ筋道をはっきりさせて話すこと。 1キ自分の臨いた文集を読み返して、阪述の仕方について 鼠 iク文章やE吉田内容.事柄などを製約して聾いたり敵討(ふえ

工夫するようにすること。 1ん)して盤いたりすること"
ク間いたり践んだりした向容から文章に聾〈紫材を選んだり、 iケ聞き手にも内容がよく味わえるように朗脱すること。
銃んだ又議の聾苦愛し方を幸参考lこしたりして文主主を聾くことコ 呂的や窓留に応じて的確に認すこと。
ケ他人に伝えるために朗読すること。
コ呂的や意図に応じて的謎に隠すこと

自分の考えをはっきりさせたりまとめたりしてから文窓に甚きは箪に醤いてみることによって、自分の考えを明夜l三子E三Eコ:i:m己亙己と!斗イ亡函耐〉考主{!-;j1ij-{;こと匂
主主そうとすること“ i 必援な ljl栴を l~点ごとに鑓遣して文傘を醤くことによって、生，舌i臼的に応じて必聾な事訴を落とさずに文傘に曹くことによって、
醤〈必要のある率柄を整理してカら甚〈習慣をつけることや学習に役立てるようにすること l'宝，舌や学習に役立てること。
聾こうとすることの中心点が明確になるような書き方や.内容の|主題や嬰旨の司iHi宜な文軍誌を盤いたり、筋道かはっきりしている!被拠を切らかにし、それに基づいて自分の意見や主張を連ベる
中心点がよく分かるような話し方をすること。 l!iIし方をしたりすること昏 ドこと。
内容が銃み手によく理解できるようにするため、段落を考えて醤|内容が読み手によく分かるようにするため段沼田はっきりした文章主体の檎I立を考え、自的に応じて文章を簡単に書いたり詳
き、また、段落と段惑との続き方にも注意して聾〈こと。 1文章を欝き.まf二、段落と段怒との関係が鈴理的に理解しやす|しく啓いたりすること。

い文意を醤くこと. い自的に応じて‘文や文章。コ組立て、!~均の使い方などを効!I!的
にすること.

生活設現行) 主主活表現(1) 生活表現 (1)

曹きたいことを中心に文章を織成し
き1:.吉」

文章全体の構成を考え、主主Ii聖書留のはっきりした生活文が寵けl自分の気持ちゃ考えの深まりを醤き設すために必袈なことを落
るようにするとさずに、機 想をくふうして寄付るようにする。

践的袋現 |続的設現 i続的表現
心に強〈感じたことを自分自身のことばで、表現を工夫しながら|心に強く怒じたことを、自分自身の宜主主の効架や表現のしかた i自分自身の自でとらえた感動を‘首謀に気をつけて選択し‘褒
筏に笹けるようにするを工夫しながら艇に醤けるようにする。IlJlの工夫を考えながら肢に書けるようにする

手総 |李総 1&"銭/報告
聾こうとする中心をはっきりさせ‘自分の気持ちゃ考えが相手に|自的に古うように必獲なことを義理L.組み立てを考えて、 III 1各餐員会、クラフ、登校盟などの晴子を、だれにも分かるように
よくわかる李総が議けるようにする 件のはっきリした手紙が聖書けるようにする報告する文章が著書けるようにする.

記録/報告 Ig2鋒/報告 |怒怨
理科などで実験したことを、予想ー準備一実験方，去一結巣など i見学した務実に基づいて、襲点のはっきりした報告が聾けるよう|臼常生，舌の中で強〈怒じたことを中心に自分の意見を正しく分
の時Iにまとめて正しく聖書ける よ う に す る I i こ す る 。 1かりやすく聾けるようにする.

感想 i感想 Itt構
統書して感じたこと、思ったことを絞む人に分かるように書ける i甚きたいことをまとめ‘考えのはっきりした文章が書けるようlこ |生，舌と想像とを関i車させながら‘効果的な薮現のしかたを者
ようにする。 1寸る。 1え、ひとまとまりの物語を作もせる。

庖摘 i虚構
自由に想像して聾くことにより、文雄を醤〈楽しさを増L.心情を i場面の徹子を想像して、強かに箔写できるようにさせ組み立て
墜かにさせる。 1や叙述のしかたを工夫して聾けるようにする。

/i苦手窓際

は 相手にわかるように意図して醤かせる
15 相手の箆/lllを控量して鋭明文を轟かせる
16 鼠引なく正しく縄平に伝えさせる
円 以キ%!百にE干{面を加え良書l1lセJ 文を聾かせる

補強意1皐

18. 5'1辛・分類し段落を構成して事かせる
19 織成がえして事柄。コ核心から響かせる
20 構想A・8っくり、一つをillび轟かせる
21 ※類似のこ作品を比較し評論を蕗かせる

1おもむきのある文昧のある文をかきつづる
んとうに、かきたくてたまらないことを、それが、だれにもわかる 12緒叙と省略‘描写と説明を区別してかく

自己の客傾化

22 自己の{霊行を客鋭化して甚かせる
23 白鋭に対して反鈴を惑かせる
討 議のある文意{小路文)を聾かせる
25 主主丘主義に益した作品を辛げ将来の進路を聾かせる

3 t構想をたてて‘中心点をはっきりさせて‘人の心をうつぶうにかく

内容訪中ll[)京子分が主よょうi二、段落ごとの構成、段落相互の!開|主題袈宮のはっきりした表現、全体の構段、筋道高字予1li函1言f{.j百戸高記こふさわしし改定・弘前提で効接的な表現.
係、意味のまとまり、軽箪.整理しながら表現。 1の状況を帯えて表現
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，< 1文例省! 1989 

26 1文制緩

令部科学
27 Î 官 12008 

ア相手O>!言。コ内容を受けて隠したり、自分から進んで話したり|ア相手のE吉田円容を受けて!li童話に合わせて路すこと。
することゐ 1ィ!Iiの華差点が分かるように、区切りを考えて隠すこと.
イ基幹柄σ〉母1序を有え強迫して箆すことウ文章に聾く品裂のある率柄を選ぴ務理してから暫くこと.
ウ聾こうとする勉科について必裂な事柄を臨めること工海柄ごとの区切りや中心を考えてから文傘を書くこと.
ヱ見聞した移‘経験した夢などについて蟻序を設理して文主主を!オ道事柄と移柄との緩吉方を考えながら.1西と路や文と文との続
盤くこと I~方に，主主主して文章を醤くこと e
オ連事柄。W{.序を考えながら凶と訟や文と文との続き方に;主主主 lカ聾こうとするものをよく級察してから聾くこと@
して文主主を撞くことキ自分の轟いた文E誌を統み返して‘間違いはどを正すこと。
カ自分の聾いた文litを銃み返して関連いなどを正そうとする 17 1聞いたり銃んだりした円容から紫村を見付けその紫材を
官僚をつけること。 1i'1!って5引見してみること"
キ正しく筏写したり聡写したリすることケ正しく投写したり正念写したりしていろいろな聾宮挫し方のあ

ることに気付くこと.

「報道文Jの作文技術
fも文車主主磁力の占主主主をfをう内
報道文を聾くためにはその包的に応じて取材をし、文章の絹

h立てを考え、 E葺吋平にわかりやすい表現をすることが必獲で
ある。

文主主に対する態度や能力を舟につけること i聾〈活動を過して、文主主に対する態度や能:IJを身につけること
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ができる
つむ出来事をくわしく、正流にとらえることは、正流に出来事をと
らえようとする自を育てることができる.
5W!Hで出来事をとらえることは、正確に出来穆をとらえよう

とする自を蒋てる。それとともに総理的な思考力を併せて育てる
ことカ《できる.

いずれにしても(1)が中心であり、その結i荘、己主}ができるように
なると有えてよい，

f対!~インタビューjの作文法制

ア時正や目的に応じて‘適切に書くこと。

イ盤〈必嬰のある事柄を収集したり;!l択したりすること。
ウ 8分の時えが明硲になるように段落裕互の関係若者えるこ
ヱ醤こうとする磁の中心を月間硲にしながら、段廷と段涜との続き
オ文阜のよいところを見付けたり、間選いなどを立したりするこ

ア i関心のあることなどから撞くことを法的、徳手や目的に応じ
亡、寵〈上で必裂な務柄を!JlIべること.
イ又産主体における段惑の役割を理解し、自分の時えが明憾
になるように、段活指互の関係などに注意して文章を措成する

つながりのある iことu

ウ醤こうとすることの中心を籾慌にし、白的や必主要に応じて理
由や事例を辛げて撞くこと。
エ文意。コ敵陣と常体との遣いに，主主主しながら書くこと。

ょいところを見付Itて悠想を伝え合|オ 文箪の1¥11遣いを正したりよりよい袈現に喜菅直したりする
ことの

力醤いたものを発獲し古い、醤吉手の帯えの明夜さなどについ
て意見を辺ベ合うこと.



ア相手ゃ墳に応じて内容の経盤を考えて揺すこと“ 会福芋や3島に応じて適切な嵩桑を百昼下:モ五りの状"，を考え|ア 8的巳豆;1:.1:前I耳手蕊@<ゐ雨下宇t.i2吾考主計酪的に話す
イ 1.の中心点が分かるように.筋道を立てて路すことー iて隠すこと。 にと.
ウ自分の噌えをはっきりさせたりまとめたりしてから遊説する iイ意思をはっきりさせて偲拠をl明らかにしながら話すことイ自的や意図に応じて適切に隠すこと 6

こと。 1ウ隣古学にも内容が分かるようにPJn産すること。 1ゥ f聞き'l'1こも内容がよく味わえるようにi耳I!査すること‘
エ甚〈必要のある連続柄の国If芋や経箆を時え、整理してから醤<1エ自分の考えを車li置にし、薮進守ることによって箆に帯えを硲|エ主主語や主主図をはっきりさせ‘袈現することによって逆に自分
ようにするニとかにすること。 1の考えを深めること.
オ響こうとする基幹田中心点が呼l椛になる盤吉方を帯えて文t:t lオ主獄や聖書留を考えて事柄をi宜び観点ごとに整湿してから |オ自的に応じて必要な星第柄を主義的主体を見通し鎧礎してか
を聾くこと。 1聾<Jうにすることら書く よう!こすること
力 段F事を考えて聾宮、また、段落と段惑との続吉方にもJ主憲'-1力主題や繋留が明誌に袈れるように、偶成を脅えて文章を審<1カ全体の偶成を考え目的に応じて簡単に書いたリ院しく醤い
文章を箆えて撞くことことたりすること.
キ事訟を客組約に文議に豊吉王監すこと。 1キ段落のはっきりした文車を醤吉また、段諮相互の関係を均|キ呂的に応じて文や文傘の総立ての効泉を脅えたり、文車
ク自分の盛いた文章を読み返して関連いなと・を正し‘分かり iえて文2置を聾くこと主体の流れを埼えたりして盤くこと.
やすい文書室に臨すこと。 1ク串首位と絡w、意見などとを医別して文慈に聾君主主そうとする!ク彼鎚となる本語家と怒m窓見などとを区別して文窓に聾皆袋
ケ聞いたリ統んだりした内容から紫判を選びその表現の仕 iこ とすこと刷

方を事有にしてg分自設授に生かすこと。 1ケ自分の醤いた文2誌を校み返し、叙主主~Oコ仕方について工夫す iケ自分の醤いた又寧を践み返し効柴的な叙述の仕方につ
ること司 Il、て工夫すること。
コ!聞いたり践んだりした向容から紫材を;J!ぴ、構成や絞迩など iコ文主主や話の内容.移揃なと'を主要約したり数官l(.Sえん)した
の告量れている点を苦参考にして表現すること剛 iりして薮現すること。

生活文」め存文]五:妬 If生，芭文Jの作文aUi If'E;舌文」の作文筏附
([)自分の考えたことや感じたことを文寧に表現する基礎力を (む自分の考えたことや感じたことを文章に演説する基礎力を |①自分の時えたことや感じたことを文家に表税ずるま基磁力を
整 う繋う餐う蜘
笠活文は単に作文としてだけではなく配峰、 8!2、報告帯の i生活文は障に作文としてだけではなく K2U_13~c ‘報告専の|生活文は単に作文としてだけではなく‘民総日記総告帯の

暗々な表現方法にもつながる。 1措々な薮ミ見方法にもつながる描々な表現方法にもつながる.
②人間の成長に必袈なものの見方唱え方を裳う 1'2)人11l¥(/)成長に必援なものの見方考え方を聖書う。 10)人111¥の成長に必援なも由の先方喝え方を主要う。
醤くことによって、自分のまわりの生，舌を見つめ考え、さらにど|暫くことによって、自分のまわリの生"l;を見つめ考え、さらにど|聾〈ことによって、自分のまわリの生;liを見つめ帯え、さらにど

う遊説するかは人間の成長にとって欠かすことはできない。 1う表現するかは人間の成長にとって欠岳すことはで吉ない困 |う表現するかは人間の成長にとって欠かすことはで吉ないの

f1庫兇文JO)怖文f王街 1I意見文jの作文技術 11意見文J(/)作文民側

(1)沼拠を羽らかにしそれに基づいて主主見や主強を甚苦設す|①機拠を明らかにし、それに占基づいて蕗見や主強を鶴吉設す IC白紙槌を明らかにし、それにま基づいて主主見や主殺を番苦筑す
ことを過して、諮理的な文設を聾〈カを宵てる。 にとを通して.雄理的な文章を審〈力を膏ても吻 |ニとを過して、論溜的な文窓を醤〈力を荷てる E

②ものごとに対する主体的な認儲力を商てるとともに、生，舌を|②ものごとに封ずる主体的な認磁力を宵てるとともに、生，舌を|③ものごとに対する主体的む包磁力を宵てるとともに生活を

より高めようとする態度を宵てる lより務めようとする態度を宵てる iより高めようとする態度を膏てる

「報道文Jの作文段f.li 1I総i五文jの作文筏術 1I報ili文Jの作文f王街
(j)文章表現力の基礎を整う。 1ぬ文芸主理主演1Jの占，il!を餐う ICD文主主主笠現力(/)込磁を聾う。
報道する目的に応じて、必嬰な草稿を取材し、文主主主悼の摘 i報道する目的に応じて、必要な事柄をむ材し、文家全体の摘|報道する自由内に応じて‘必裂な磁柄を取材し、文章主体の構

成を考え.簡単に醤いたり訴しく書いたりする薮JJ!力を商てる。 1I置を考え、簡単に撞いたり詳しく醤いたりする'&!Jl力を荷てる。 1I立を考え簡単に撞いたり詳しく盤いたりする我1迫力を商てる.
(立〕出来事を客観的に埋解する能力を整う。 V2)出来事を客鋭的に理解する能力を整う。 1②出来事を容量史的に理解する能力を整う.
文主主や話の内容事柄などを援約したり、わかりやすく詳しく !文寧や話の同容、事柄などを婆約したりわかリやすくE干し< 1文輩や誌の同容事柄などを袈約したり‘わかりやすくれし〈

盛いたりして表現する活動を過して‘同時に理解能力を整うこと i醤いたりして談話tする活動を遜して、同時!こ理解能力を発うこと|悪いたりして設現する，舌勤を返して、同時に理解続力を整うこと
がで吉る。 1ができる。 1ができる.

f対話インタビューjの作文法術 If対話・インタピ斗ーJの作文筏街 1I対Riiインタピニェ-Jの作文伎係
CD文皐表現力の基礎を養う。 1(1)文数表現力の基礎を聾う白 tCD文主主濫現力の基礎を主要うi

包的に合わせ一て収集した情報を正しく理解し、相手や目的に 1 El的に合わせて収擁した情報を正しく理解し、相手や呂的に l 目的に合わせて収集した情絡を正しく理解し、格'"ゃ目的に
合わせて1li楠ぼして伝えることにより文章表現力の誌礎を英 l合わせて再構成して伝えることにより、文主主表現力の込磁を袈|合わせて1li織成して伝えることにより文芸主義現力の基礎を主要

つ。 Iっ白 Iつ。
(寄与自手が{王えたいことを正しく理解することを過して、盟かな |③格手が伝えたいことを正しく理解することを過して、鐙かな |③相手が伝えたいことを正しく辺解することを過して、豊かな
心情や認かな表現力を育成ヲる心情や硲かな表現力を商法する。 1心情や筏かな義務力を夜fまずる.

と。
方!こ，主意して歯くこと。
と。

ア自的や意liiJに応じて、自分の考えを効製的に書くこと.
イ主体を見通して、審く必要のある事柄を聖監理すること.
ウ自分の考えを暫1憾に表現するため文書主主体の紹立ての効果を考えること"
エ事象と恐怒、意見などとを区別するとともに自的や窓Iillに応じて簡単に撞いたり詳しく聾いたりすること.
オ袈墳の効柴などについて苑かめたり工夫したりすること.

ア悩，むのあることなと'から醤〈乙とをE主的、信手や信的に応じ 17考えたことなどがら聾くことを決的、自的や意図に応じて、書!ァ考えたことなどから甚くことを決的、信的や意図に応じて、
て、聾くよで必要な事柄を調べること。 1<毒事柄を収集し‘主体を見通して本柄を猿理すること。!醤く務柄を収県し、全体を見通して添柄を登壇すること。
イ文主主主体におけるF空港の役割を理解し、自分の考えが明徳|イ自分の考えを明ぼに表現するため、文2主主体の摘成の効果1イ自分の考えを明確に表現するため文窓全体の構成(/)効
になるように、段箔絡互の1関係などに，主主主して文窓を構成する|を考える こと県を考えること.
こ とウ事災と感 想、意免などとを認知iするとともに、自的や意図に|ウ事実と感想、意見などとを包括'1するとともに、白的や主主砲に
ウ醤こうとすることの中心を明確にし、目的や必墜に応じて理 l応じて簡単に撞いたり詳し〈撞いたりすること応じて簡単に撞いたり民しく醤いたりすること.
出 や 事 例 を 診 げ て 撞 く こ とエ引烈したり、図表やグラフなどを用いたりして、 § 分 の 考 え |エ引用したり、図表やヴラフなどを附いたりして、密分の考え
エ文章の散体と常体との遅いに注意しながら寵〈ことが伝わるように撞くこと。 1が伝わるように甚くこと.
コサ 文慈の間違いを正したり、よりよい襲現に器官墜したりする lオ 袈現の効泉などについて誌かめたり工夫したりすること。 1オ表現の効果などについて認かめたり工夫したりすること.
こと。 1カ響いたものを発袈し古い、王監l慌の仕方に靖自して助宮し合う|力醤いたものを発表し合い、設現由仕方に靖自して助宮し合
力醤いたものを発薮し古い、審き手の考えの明徒さなどについにとうこと。

て意見を道ベ合うこと。
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昭和26年度版
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1953 
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Jllj蓋夫i13 年.~高学年の区分

5八木清役 1953 
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作文lま」うして指導する{丘学 19-24 光@.出版

1954 年問
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1955 
作文;言語手法

小学校f旨低学年における作文教
|教緩全育日本i高級間会

1955 

|作長記長

E童話教育第5巻 167-169 明治図惑

8高1m長夜 1955 習の i草

小学校E哲学年の作文治議 l西田i寵尾j幸z安.{鎚中吉田

1957 作文の教育2 作文指導の実際 260-263 習文社

9大原総男 1957 

小学校学習指導婆穏 i昭和33年度版

10文部省 l自58

11 佐吉田好 1960 
作文t~諸手の内容と系統 1/)、 |絡倉;翠栄吉 1960 

哀実作i践文E笠議指ーE導E 国語教育 第7巻 作
83-86 牧魯活
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会日本縁作文の 1964 系統築築成 6-17 百合出妓 系統表中のf表現技

12犬1J)'i5'阪4 綴方 1961 術JI閣の内容を記述し
Tニ。

13文部省 1968 
生小笠中笠学笠校霊文i意重盗表蓋現箆系一統宗

Oll和43年度版?旨導要

~f東静f1岡忠E八の，召南会 1963 会日本議作文の 1964 作文la導系統2民主義成 79-97 百合出版

作文指導系統絞系 白本作文の 1964 作文la導系統茶築成 49句 67 a会出版

151;ぷ2車'"作文の 1963 会綴

16石馬田佐久 1964 |こ盤序れlEす~かる関ら作の誌文作科予文めの浴ざま基し場本て一的だ"技れ能もが

108 |東版洋社総出

17輿水実 1968 
ltl7主 実 繕 1968 国文語技科能基本的筏能の li'íヰ~6 作 29-32 明治図饗

18文部省 1977 
小回学路校科学f表習現潟j導領域要領の治議

昭導容fSi'l和要を和義5領25理2年国年し度籍版た版科学も」のの習で指内あ
1979 li利涜領回域日刊繕相 tfiPl庄第 巻表 142-145 明治図書喜

19王者川栄，c，. 1979 
ると説明されている。

作文のj旨毒事E十iejをいかに立て 1980 作文指導耳辞典 443-450 東京堂出 年間計画の立て方の

るか ~& 例として、小田原市山

三小の指時長導2十随が系

1980 統表の で示されて
いる。

そ容のを中のfl3た綴。Jの内
f:ei主し

21i;;械 ー l臼80
文2章表現系統約指導(!iO主)

|古自里会動計縫百研
1980 国語の授業 38号 18 光社

22 国郎分 太 1984 い作l ま綴文るふ方;吉:~教導見代室作教文育指i1!導築の12目新標し
171-172 iまるぷ

究国籍所教繕育研 1988 国Ui教湾研究大辞典 383-384 明治図書喜 f811和52年度学智}旨
話事皇室領国活科Jのf能

23 浮後j車~ 1988 託カし-態た度ものJので要あ点るをと檎説

切されている。

24文吋省 1989 
生f作主文主技主術in」jE導大u事E52. 

平成冗年度版

196.200 明治問答 f笠;古文」

(生活文)
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225.230 

251霞研緩]語究教所育

(意見文)
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26 茎文を盟部主科主
1998 
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